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はじめに…
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深谷かおる『夜廻り猫』292話
http://www.moae.jp/comic/yo
mawarineco/292/1

夜回りをしながら心の涙の匂いを
かぎつける猫の遠藤平蔵が、その
涙にそっと寄り添います。

http://www.moae.jp/comic/yomawarineco/292/1


貧困とは何か
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所得金額階級別世帯数の相対度数分布
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出典：厚生労働省「令和元年 国民生活基礎調査の概況」より
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子育て世帯だけではない「生活の苦しさ」

出典：厚生労働省「令和元年 国民生活基礎調査の概況」より
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絶対的貧困 相対的貧困

各家計がこれ以下の所得だと

食べていけない、 あるいは

最低限度の生活を送ることが

できない、といった絶対的な

水準

自分たちが所属する社会で慣習

となっているような社会的諸活

動への参加が不可能である状態, 

あるいは社会で必要とされる社

会的資源において欠乏が生じて

いるような状態

橘木俊詔・浦川邦夫（2007）「日本の貧困と労働に関する実証分析」,日本労働
研究雑誌,563,5-6

「貧困」のとらえ方～「絶対的貧困」と「相対的貧困」



「子どもの貧困」とは何か
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「相対的貧困」に着目した子どもの貧困率

出典：厚生労働省「令和元年 国民生活基礎調査の概況」より

13.5%
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「子どもの貧困」ピラミッド
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出典：阿部彩「子どもの貧困とは何か」『世界の児童と母性』vol79/2015-10 p3
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「相対的貧困」における2つの捉え方：「所得」と「はく奪指標」

➢子どもの貧困を所得のみで捉えることの限界と難しさ

• 経済的困窮が招く社会生活の困難さは明らかにできる

• 「7人にひとりが該当」という目安の共有は可能

➢ 一方で、そのことが生活にもたらす影響、具体的に何が

生じているかを明確にすることの限界

• 人としての生活に必要なものが提供されているかどうか

に焦点をあてる必要性

物質的はく奪指標による「生活のしづらさ」の見える化
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はく奪指標とはその国で典型的に保持・享受するものとされている

財・サービスの欠如を示す指標

出典：新潟市「新潟市子どもの未来アクションプラン」より

子どもの貧困調査で示される指標の例

はく奪指標

Ａ毎月おこづかいを渡す

Ｂ季節ごとに服を買う

Ｃ毎年靴を買う

Ｄ有料の学習塾に通わせる

Ｅ有料の習い事（学習塾を除く）に通わせる

Ｆお誕生日のお祝いをする

Ｇ１年に１回くらい家族旅行に行く

Ｈクリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

Ｉ医者に行く（医療機関での健診を含む）

Ｊ歯医者に行く（歯医者での健診を含む）

Ｋ子どもの学校行事などへ親が参加する
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子どもの貧困
経済的困難

〈安心・安全な
居場所の不足〉

・不十分な衣食住
・孤独・孤立

・低い自己評価

〈自己肯定感を育む
チャンスの不足〉
・低学力・低学歴
・文化的資源不足

・進路の選択肢不足

〈不安定な家族関係〉
・不適切な養育

・DV
・離婚・家庭不和

〈若者の貧困〉
・ホームレス
・若年妊娠

・非行～犯罪

〈おとなの貧困〉 〈次世代の
子どもの貧困〉

出典：「すべての子どもと家族の笑顔と満足の実現に向けて～貧困や困難の連鎖を防ぐ「6つのS」の提言」(2019)より伊藤嘉余子
（大阪府立大学）作成

「子どもの貧困」が子どもにもたらすもの…
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【補足】「地方にはいないのでは…」ではない
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• 居住地（市街地・それ以外）×所得基準

12.0

20.2

88.0

79.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地(N=1411）

それ以外（N=501）

基準以下 基準以上



計画策定の視点

「子ども・子育て家庭」と「地域・コミュティ」
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「子どもの貧困」という視点を持つこと
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家庭の不安定さが子ども
の育ち・子育てに影響を
与えている

家庭が安定しており、
子どもの育ち・子育てに反映している

在宅支援

※子育て家庭の状況は、いつも同じとは限らない。
行き来しつつ子育てをしている家庭や境界線のあたりにいる家庭の存在

子ども子育て

社会的養育 養育意欲・養育能力の低さが
子どもの育ちに大きく影響

背景に「所得」が
影響しているという観点
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１．個々の子どもの個性や可能性が認められ、尊重されること。

２．親が支えを得て子育てに取り組むことができ、子どもに向き合うゆとりと自

信を回復することが、子どもに利益をもたらすこと。

３．親子の関係性、そしてさまざまな人たちとの関係性の中で、子どもが他者へ

の信頼感を高めることができること。

４．子ども同士や大人との交流を通して、子どもの自発性や社会性が育まれるこ

と。

５．そのような関係性の中で子どもの孤立・孤独を回避し、自己肯定感を高める

機会を得ることで、生き生きと生活できる環境が創造されること。

渡辺顕一郎『子ども家庭福祉の基本と実践』金子書房、2009より

「子どもの権利保障、最善の利益」＝子ども、保護者双方への視点
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「経済的困窮」イコール「孤立」ではない
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➢ 貧困とは「お金がない、つながりがない、結果として自信が

ない」（湯浅誠氏）が生じている状態

➢ 「お金がない」＝所得保障

就労により子育てが可能となる労働環境

必要に応じて利用が可能となる公的サービスの実施

→制度はあるけど、使えないものになっていないか

➢ 「つながりがない、自信がない」＝孤立と自己肯定感の欠如

→地域・コミュニティをどう形成していくか

→「孤立を防ぐ」は経済的困窮を抱える家庭だけでなく、子

育て家庭一般にも通じるニーズ

→「居場所」をどう位置づけるか



18



© Presentation Design

「子ども・子育て支援」と「貧困対策」
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地域・コミュニティ
「わがごと」で「おせっかい」な

コミュニティ
多様なステークホルダーとの連携

保護者・養育者
養育力発揮

（保護者理解、知識・技術の習得、
エンパワメント）

子ども
子ども理解

（発達保障・愛着形成）


